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ウェア＆グッズ部門

フュ ー チャ ー デザイン賞

石橋善彦さん
ISHIBASHI Yoshihiko 

ll"看

パンチングレザー 刺し子ライダー ス
ver.3 type.Bandana 

,;1.1
「'

有限会社オペリスク

受賞者動画を

配信中I

國攀

トランスフォ ー ム機能で進化
新生

‘‘剌し子ライダ ー ス”

「革x刺し子」という斬新な組み合わせで、2023年度グランプリを受賞した石橋善彦さん 。

なん と、2024年度も見事頂点に輝いた。 今作も再び刺し子を施したジャケットだが、

そこに進化があればこその2年連続 受賞。細部にまでこだわりの光る作品づくりに迫る。

今作のメインテ ーマは、「 トランスフォ ー

ム」。付属のネックウォ ーマー は、外した際に

ジャケット の裾にボタンで取り付けることが

でき、 さらにその中に同じく付属のグロ ー ブ

を収納できるポケットがある。グロ ー ブを単

に放り込む形で は なく、中のフックボタンか

ら吊り下げられる仕様で、燕尾に役割を変え

たネックウォ ーマー の美しいフォルムを壊さ

ない。

「自分自身、冬はいつもネックウォ ーマー と手

袋を愛用しているんです。でも、あたたかい

屋内に入って外した時に、問題になるのは謳

き場所。僕はあまり鞄を持たないので、いつ

も そのやり場に困っていたのが、作品誕生の

きっかけです」

長年の着用を想定し、随所に設けられた

修理用ファスナ ー は、前作から引き続き健

在。切りっぱな しのように見える袖の裏地

も、縫い付けないことで裏地との間に手を

入れて刺し子の修復を可能にしている。デザ

インと機能性を見事に両立した設計になって

いるのだ。

もちろん刺し子模様についても、前作から

大きな進化を遂げた。

「前回は、刺し子初挑戦ということもあり、

伝統的な和風の柄を採用しました。対して今

作は、糸をあえて 革と同色にして全体の 一体

感を出しつ つ、柄はバンダナをイメー ジした

アメカジ風の大胆なものにしています」

革は、羊のタンニンなめし。最終的に洗い

をかけ てシワをつけることで、ヴィンテ ー ジの

ような雰囲気を演出している。

そのアメカジム ー ドをさらに盛り上げるの

が、背面のワッペンだ。これは、石橋さん の

ふたりの娘の名前がモチ ーフになっている。

「 それぞれ 「Wj『M」で始まって、「0』で終

わるとバランスがいいなって 。デザインに落

とし込んだ時のことを考えなが ら、生まれた

時に名前をつけたんです」

今後オ ーダーを受ける際には、注文者のリ

クエストに応じて文字をカスタマイズするこ

とを想定している。

じつは石橋さん、昨年のグランプリ受賞作

品を完成させたあと、「も う刺し子はやらな

い」と、心に決めていたという。

「昨年の 作品 は、刺し子だけで 40時間 か

かったんです。あまりにも大 変だったので こ

れが最初で最後、と思っていたのですが、 ま

さかのグランプリ受賞。お礼の意味を込めて

派生作品をつくろうという気 持ちになり、今

回は 2 作品、前回の 作品と併せて 3部作に

なる形で制作しました。結果、今年は1体に

150時間かかったので、刺し子だけで合計

300時間です（笑）」
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